
 

２２００００３３年年度度ププロロググララミミンンググ応応用用編編－－課課題題ⅠⅠ  
HP に課題プログラムのクラスファイルを掲載しています。このクラスファイルをダウン

ロードすると、該当プログラムを実行し動作結果を確認できます。やり方は「クラスファ

イルからの実行の仕方」を参照して下さい。課題名横の（ ）内に記してあるのがクラス

フォルダの名前です。なお、課題名の右端に記してある数字は、解いた場合に成績に加点

される得点です。 
 
課題１－１ ストレス度診断テスト（stress2）    
次のように、ストレス症状について該当する欄をチェックし［診断］ボタンをクリック

すると、それに応じたメッセージが表示されるプログラムを作成して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ここに、チェック項目数と診断メッセージの対応は次の通り。 
 チェック項目数     診断メッセージ 
   ０～２    正常です。 

３～５    ストレスの兆候がありますが、心配は不要。 
６～８    少しストレスがたまっています。気分転換を。 
９～１０   かなりストレスがたまっています。医師による診断を。 

なお、［クリアー］ボタンをクリックすると、全てのチェックは外され、診断メッセージ欄

も空白になるものとします。 
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課題１－２ ２重ループの利用（loop）   ２ 
 以下のプログラムを作成して下さい。 

 

プログラムを起動すると左のような

画面が現れます。 

 

ここで、「縦」欄および「横」欄に数

値を入れて［描画］ボタンをクリッ

クすると、指定した縦、横の数に応

じて「＊」が表示されます。 

＜ヒント＞ 
① 「＊」の表示に用いているのは、jTextArea コンポーネントです。 
② jTextArea コンポーネント上に文字を表示させるには append メソッドを用います。 

例： jTextArea.append("*"); → ＊が一つ表示される。 

 ③ 改行するには、改行記号、改行記号「¥n」を用いる。 
例： jTextArea.append("*"+'¥n'); → ＊を一つ表示後、改行する。 
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課題１－３ 足し算トレーニングプログラム（addprog）  ２ 
 以下のように、足し算のトレーニングを行うプログラムを作成して下さい。動作例は以

下の通りです。 
 
① まず、プログラムを起動すると以下

の画面が現れる。 
 
 
 
 
 
 

 
② ここで、［出題］ボタンをクリック

すると、適当な２桁以内の整数同士

の加算が出題される。

 
③ 解答を入力し、［判定］ボタンをクリックすると、その正否に応じて次のようにメッセ

ージが表示される。

 

 
 
 
 

 
＜誤答の場合＞ ＜正答の場合＞  

出

が

ク

すると、プログラムは終了する。 
 
 

 「誤答です。もう一度計算し直して再入力し

てください。」と表示する。このとき、［出題］

および［終了］ボタンは選択不可になる。つ

まり、正答を入力しなければ先に進めないよ
うになっている。  
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「正解です！」と表示される。続けて［

題］ボタンをクリックすると、次の問題

出題され、また［終了］ボタンをクリッ
 



 

課題１－４ 地下鉄券売機（ticket）   ２ 
 以下のように、地下鉄券売機を模したプログラムを作成して下さい。動作例は以下の通

りです。 
 
① プログラムを起動すると左の

画面が現れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
② ここで、乗車区間を選択しお金を投入口に投入する。今の場合、乗車区間は「１区間」

で 150 円を投入する。そして［投入］ボタンをクリックすると、「総計」欄に投入金額

の総計が表示され、今の場合、金額が不足している旨のメッセージが表示される。 
 

  

     
、不足金額を再投入し、［投入］ボタンをクリックすると、「ありがとうござい

      
                       

   

③ ここで

ます。乗車券をお受け取り下さい。」のメッセージが表示され、「お金の投入口」と「総

計」欄が０に戻る。 

 

［投入］ボタンをクリック 

［投入］ボタンをクリック 

［投入］ボタンをクリック 
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多めの金額を入力した場合は、おつりがある旨のメッセージが表示される。 

 
［投入］ボタンをクリック 

 

 

 
 

題１－５ パスワードチェック（password）   １ 
JPasswordField コンポーネントを利用した、以下のプログラムを作成して下さい。 

課

 

 

 

な

名

い
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プログラムを起動すると左のよう

画面が現れる。この状態では、氏

欄には入力できないようになって
パスワードを入力し、Enter キーを押

すと・・・ 
パスワードが間違っていると左の

通りに表示され、正しいパスワードを

入力するまで、氏名欄には入力できな

い。今の場合正しいパスワードを

「JavaWorld」とする。 

る。 



 

 

 

 

 
 
課題１－６ デバッガ（debugger）   ２ 
 次のように、１～N までの和「１+2+3+･･･+i+･･･+
ログラムを作成して下さい。 
 

N」を求める、途中経過を表示するプ

 
 

 
 

を入力して Enter
キ

 

プログラムを起動すると左のような

画面が現れる。 

ここで、N 欄に数値を入力して Enter
キーを押す。 

ここで、氏名欄に氏名を入力し Enter
キーを押すと、入力した氏名に応じて

「･･･さん、ようこそいらっしゃいま

した。」というメッセージが表示され

る。

正 し い パ ス ワ ー ド （ 今 の 場 合

JavaWorld とする）

ーを押すと、「氏名を入力して下さ

い。」というメッセージが表示され、

氏名欄に入力可能になる。 
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時点での合計値（Sum）

が表示される。 
最初は、（0 に）１を加えた時の値が

表示される。 

続いて[計算]ボタンをクリックする

と、今度は２を加えた時点の合計値が

表示される。 
 この操作を繰り返して行き・・・ 

］ボタンはクリックで

最後の数 N（今の場合５）を加えた結

果を表示した時点で、「終了！」と表

示され、［計算

きなくなる。 

［計算］ボタンをクリックすると、加

えた値と、その
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